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創業101周年の今年4月27日、高
岡オフィスパーク内に新社屋を移
転オープンされ、産業観光の拠点
としても注目されています。
　業容拡大に伴い旧社屋が手狭と
なり、倉庫や工程毎に建物が分散
していました。工場見学を16年前
から受け入れていますが、昨年の
来場者は１万人に上り、広い敷地
に集約して生産性の向上を図りな
がら、産業観光にも対応するよう
にしました。

　工場見学と、鋳物体験、カフェ、
ショップを併設しています。昨秋
に産業観光部を新設し、観光客の
受け入れ準備を進めてきました。
工場案内を16年前に自ら始められ
た経緯を教えてください。
　私は福井県出身で、婿として入
社し、社長就任までの18年間鋳物
職人として働いてきました。当時
は職人に対する世間の見方が低く、
伝統産業は衰退産業だと言われて
いました。その認識を変えたいと

思い、工場の一角にものづくりを
伝える小さなコーナーを作って案
内したのが始まりです。
　その後、2006年に市内の小学校
で地場産業を学ぶ「ものづくり・
デザイン科」の授業が始まり、大
勢の子供たちが来るようになった
のが、今に続いています。

高岡銅器の将来をどう感じられた
のでしょうか。
　職人は問屋からの注文に応える
下請けです。私が入社した頃はバ
ブル経済でたくさん注文がありま
したが、中国の台頭が見えていた
ので、20数年前から多品種少量生
産に切り替えました。１個だけ作
ったこともありますが、さすがに
その時は先代に怒られました。
　また県外出身の“旅の人”とい
うことで、周りの職人さんたちが
私には色々な技術を教えてくれま
した。お陰で技術を磨く事が出来、
問屋からの評価も上がりました。
平成に入り業界全体の販売額が減
少する中でも、当社は微増を続け
ることができました。
現在は素材感のある銅器や、曲げ
られる錫製食器など、多くの自社
商品を展開しておられます。
　下請けでは分からないユーザー
の声を聞きたいと思っていたとこ
ろ、2001年に参加した勉強会の講
師の方の紹介で、東京で展覧会を
開くことができました。そこで照
明器具の製作依頼があったり、真
鍮のベルが全国展開するインテリ
ア雑貨店に並んだりと、大きな転
換点になりました。
　また、食器を売りたいという話
を聞いて生まれたのが曲がる錫の
食器です。錫は柔らかく、通常は
他の金属を混ぜて硬い合金にして
使いますが、あえて誰もやってい

ない100％に挑戦し、柔らかいの
なら曲げて使ってもらおうと作っ
たものが看板商品になりました。
販路をどう広げられましたか。
　当社は下請けの鋳物屋ですので、
新規のご注文には、既に取引され
ている高岡の問屋さんを通しても
らうように話すのですが、それが
なかった。分かったのは、伝統産
業は流通も伝統のまま販路開拓を
してこなかったのです。
　よく「能作さんは運がいい」と
言われますが、そうではなく、物
事に真剣に取り組んでいると、関
連する情報を捕まえることができ
ます。それが新商品開発に繋がり、
パレスホテル東京でのショップ展
開にも繋がりました。３月にはタ
イ・バンコクにも出店しました。
お客様の要望から、医療器具も作
り始めています。ご要望は決して
断らないで、必ず何かを考えてき
ました。当初100％下請けだった
ものが、今では自社開発商品の割
合が75％を占めます。

産業観光のねらいについて教えて
下さい。
　まずは富山県民の皆さんに来て
欲しいです。地方創生とは、子供
たちが自分の町を素晴らしいと感
じることだと思っています。その
子たちが育って、県民みんなで故
郷が素晴らしいと自慢することが

一番の観光ＰＲです。
　このゴールデンウイーク中の来
場者は5,800人となりました。見た
い人、体験したい人がたくさんい
ることを実感しました。当社だけ
でなく産業観光の拠点がたくさん
できるためにも、成功のモデルケ
ースを作らないといけません。か
つて多くの職人さんから技術を教
えてもらったこの土地への恩返し
をしたいのです。
工場は広くてきれいですね。
　見学の受け入れだけでなく、働
きやすい職場になっています。規
模は旧工場の1.5倍、鋳造現場には
炉を１基増設して２基にし、砂処
理のプラントも真鍮と錫で分け、
生産性は高まりました。仕上げ工
程の作業場には各所に集塵機を設
置し、きれいな空気の中で作業し
ています。中でも社員食堂が日当
たりも良く、社屋内で一番好きな
場所です。地域を好きになるのと
一緒で、自分の会社を自慢できる
環境を作りました。
　また「工場見学は仕事の邪魔に
なる」という人がいますが、それ
は間違いで、お客さんと話をする
ことで職人のモチベーションが上
がりますし、きれいに掃除するよ
うにもなります。
人材募集はどうされていますか。
　メディアで取り上げてもらって
いるおかげで、求人を出さなくて
も募集の問合せが来ます。熱意の

ある人は何度も来ます。
　また、辞める人はほとんどいま
せん。地域や会社にプライドを持
つと自然に働きます。私がそうで、
仕事が大好きです。今でも土日も
仕事をしています。そして、私は
社員をぎゅうぎゅう締め付けずに
自由にやらせているからでしょう。
　私が入社した時、社員は数人で
したが、今は140人。売上げも社
長就任以降、毎年約10％で伸びて
います。
色々と選択を迫られたとき、決断
の基準となるのは何ですか。
　単純なことで、どちらの選択が
多くの人を幸せにできるかという
点です。自分１人が潤っても仕方
ありません。社員にも「地域のた
めになることをしなさい」と言っ
ています。社員、地域の人、商品
を買ってくれた人、一生の内にど
れだけの人を幸せにできるかを基
準にしています。
座右の銘を聞かせて下さい。
　「前進あるのみ」です。逆に嫌
いな言葉は「できない、無理」。
人生は元に戻れないので、決断し
たら前を見る、そして嫌なことは
忘れることです。
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1958（昭和33）年５月生まれ。
福井県三国町出身。大阪芸
術大学写真学科卒後、新聞
社写真記者を経て、1984年
㈱能作へ入社。鋳物職人の
現場で修業し、2002年代表
取締役社長就任。（公社）富
山県デザイン協会理事長。
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－産業観光の成功モデルを－

－ユーザーの声からヒット商品－

真鍮製日本地図を埋め込んだエントランスは
鋳型を作るための木型がディスプレイされている
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高岡鋳物でヒット生む
常に前進で地域を牽引
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